
平成１６年１０月１０日　　（８）

■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

５
０
０
円
、
入
会
金
２
０
０
０
円
※
琴
の

貸
し
出
し
用
意
あ
り
ま
す
。
／
■問
 

泉
田
�

９
９
５
＝
７
９
１
２

社
交
ダ
ン
ス
会
員
（
ひ
ま
わ
り
楽
習
会
）

■日
 

①
毎
週
日
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８
時
②

毎
週
月
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
③
毎
週

木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時
／
■場
 

や
し
お

生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
■費
 

入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
３
５
０
０
円
※
再
入
会
者
も

歓
迎
／
■問
 

菅
原
�
０
９
０
＝
７
８
１
７
＝

３
６
５
２

八
潮
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加

募
集

■日
 
　

月
７
日
�
、
午
前
９
時
受
け
付
け
、

１１
９
時　

分
開
会
式
／
■場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

２０

ン
タ
ー
／
■内
 

男
女
ダ
ブ
ル
ス
１
部
・
２
部

／
■費
 

一
般
１
５
０
０
円
、
会
員
お
よ
び
高

校
生
１
０
０
０
円
／
■申
 
　

月　

日
ま
で
に

１０

２０

窓
口
ま
た
は
電
話
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
�
９
９
６
＝
５
１
２
６
）
へ
／
■問
 

宮
本
�
９
９
７
＝
１
０
０
８

埼
玉
Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４

■日
 
　

月
６
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１１

１０

／
■場
 

Ｊ
Ａ
共
済
埼
玉
ビ
ル
３
階
大
会
議
室

（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
土
手
町
１
―
２
�

０
４
８
＝
６
４
４
＝
２
２
７
１
）
／
■内
 

講

演
会
、
無
料
相
談
会
ほ
か
／
■定
 

５
０
０
人

（
申
込
順
）
／
■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会
埼
玉

支
部
�
０
４
８
＝
６
５
０
＝
２
６
６
７

わ
が
街
の
俳
句
・
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

　

わ
が
街
の
文
化
や
住
ま
う
人
々
の
心
の

機
微
を
し
た
た
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■内
 

俳
句
ま
た
は
川
柳
、
１
人
５
点
以
内
／

■申
 
　

月　

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

１１

１５

作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
※
雅
号

の
場
合
は
本
名
も
併
記
、
生
年
月
日
、
性

別
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
①
は
が

き
（
〒
１
０
０
―
８
６
９
１
東
京
中
央
郵

便
局
私
書
箱
第
４
４
５
号
「
わ
が
街
の
俳

句
・
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
事
務
局
宛
）、
②

Ｆ
Ａ
Ｘ（
�　

＝
５
４
６
４
＝
３
１
５
４
）、

０３

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.

life
isa
rt.in
fo
/
w
a
g
a
m
a
c
h
i

）

書
友
会　

八
條

　

何
か
、
新
し
い
こ
と
始
め
ま
せ
ん
か
。

■日
 

①
毎
週
火
曜
日
、
午
前　

時
〜
正
午
②

１０

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
／
■場
 

八

條
公
民
館
ほ
か
／
■内
 

漢
字
・
か
な
・
実
用

漢
字
・
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
（
ペ
ン
字
を

含
む
）
／
■費
 

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
２
５
０
０
円
／
■問
 

土
井
�
０
９
０
＝
２

９
０
９
＝
２
７
７
９

社
交
ダ
ン
ス

　

楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
！

■日
 

毎
週
水
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４
時
／
■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か
／
■対
 

少
し
踊
れ
る
方
／

■費
 

入
会
金
な
し
、
月
会
費
３
０
０
０
円
／

■問
 

斉
藤
�
０
９
０
＝
４
９
５
１
＝
１
６
１

８

第
１
０
８
回
日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定

試
験

■日
 
　

月　

日
�
、１
級
・
３
級
＝
午
前
９
時
、

１１

２１

２
級
・
４
級
＝
午
後
１
時　

分
／
■場
 

独
協

３０

大
学
／
■費
 

１
級
７
１
４
０
円
、
２
級
４
０

８
０
円
、３
級
２
０
４
０
円
、４
級
１
５
３

０
円
／
■申
 
　

月　

日
ま
で
に
受
験
料
を
添

１０

２４

え
て
草
加
商
工
会
議
所
（
土
・
日
・
祝
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
）
ま
た

３０

は
草
加
市
物
産
情
報
館
（
水
曜
日
を
除
く

平
日
午
後
４
時　

分
〜
７
時
、
土
・
日
・
祭

３０

日
午
後
２
時
〜
７
時
）
／
■問
 

草
加
商
工
会

議
所
事
業
管
理
室
�
９
２
８
＝
８
１
１
１

第　

回
生
涯
学
習
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

２３
■日
 
　

月　

日
�
、
正
午
〜
午
後
４
時
／
■場
 

１１

１４

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
■費
 

２
０
０
０

円
（
飲
み
物
・
抽
選
会
）
／
■内
 

プ
ロ
模
範

演
技
、
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
／
■問
 

渡
辺

�
９
９
６
＝
０
８
３
３

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　

一
日
無
料
体
験
Ｏ
Ｋ

■日
 

毎
週
金
曜
日
、
①
午
後
１
時
〜
５
時　
３０

分
②
午
後
５
時　

分
〜
９
時　

分
／
■場
 

や

３０

３０

し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
／
■費
 

入
会
金
な
し
、

月
会
費
２
０
０
０
円
／
■問
 
 
柳 
沼
   

�
０
７
０

や
ぎ 
ぬ
ま

＝
５
４
５
９
＝
６
２
０
５

新
大
正
琴
愛
好
会

　

初
心
者
歓
迎
！

■日
 

第
１
・
第
３
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３

時
／
■場
 

八
幡
公
民
館
ほ
か
／
■費
 

月
会
費
２

や
し
お　

ア
イ
・
フ
ェ
ス
タ

　

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」（
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
）
と
「
う
し
お
文
庫
」（
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
）
の
共
催
に
よ
っ
て
、
視

覚
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
※
送

迎
が
必
要
な
方
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
４
時

１０

１１

３０

（
午
後
１
時
か
ら
受
け
付
け
）
／
■場
 

八
幡

公
民
館
第
１
・
第
２
会
議
室
／
■内
 

自
己
紹

介
、
ギ
タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
オ
カ
リ

ナ
演
奏
、
交
流
茶
話
会
／
■費
 

無
料
／
■問
 

う

し
お
文
庫
・
伊
藤
�
９
９
５
＝
１
１
５
２

自
転
車
釣
大
会
〜
サ
ル
ベ
ー
ジ
〜

　

私
た
ち
の
街
を
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い

に
す
る
た
め
に
、
河
川
に
不
法
投
棄
さ
れ

た
自
転
車
な
ど
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
八

１１

１３

潮
市
集
合
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
前
）
／

■場
 

綾
瀬
川
伝
右
川
（
草
加
）、
葛
西
用
水

（
八
潮
）、
大
場
川
（
三
郷
）
／
■申
 

保
険
を

適
用
し
ま
す
の
で
事
前
に
住
所
・
氏
名
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
保
険
料
協
会
負
担

★
運
搬
用
の
ト
ラ
ッ
ク
も
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
ト
ラ
ッ
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■問
 

サ
ル
ベ
ー
ジ
協
会
・ 
七 
里
   

�
０
９
０
＝

し
ち 
り

１
５
５
０
＝
２
７
１
４

��①
第　

回
古
典
芸
能
の
集
い

１２

　

古
民
家
で
古
典
音
楽
や
日
本
舞
踊
な
ど

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
文
化

庁
委
嘱
事
業
・
邦
楽
こ
ど
も
教
室
の
成
果

発
表
も
あ
り
ま
す
。

■日
 
　

月
３
日
�
、
午
後
１
時　

分
開
演

１１

３０

■場
 

資
料
館
古
民
家

■内
 

出
演
＝
「
雅
の
会
」

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

８０
■費
 

無
料

②
古
式
銃
の
実
演
と 
鎧 
か
ぶ
と
の
試
着
体
験

よ
ろ
い

■日
 
　

月
６
日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１１

３０

（
雨
天
中
止
）

■場
 

資
料
館
駐
車
場

■内
 

新
撰
組
時
代
に
主
力
と
な
っ
た
古
式
銃

の
実
演
と
鎧
か
ぶ
と
の
試
着
体
験

■対
 

長
身
の
方
（
身
長
１
６
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
）
※
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

１５
■費
 

無
料

③
体
験
講
座
「
白
玉
和
菓
子
づ
く
り
」

■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１１

２０

３０

　

分
３０■場
 

資
料
館

■対
 

小
学
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■内
 

特
産
物
白
玉
を
使
っ
た
和
菓
子
づ
く
り

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

２０
■費
 

５
０
０
円

■申
 
　

月　

日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

１１

１６

資
料
館
窓
口
へ

■問
 

文
化
財
保
護
課
�
９
９
７
＝
６
６
６
６

   資
料
館
の
事
業

�■日
 
　

月
６
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

１０

　

分
（
展
示
は
５
時
ま
で
）・
７
日
�
、　

３０午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分
（
展
示
は
４

１０

３０

時
ま
で
）

■費
 

無
料

【
展
示
の
部
】

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
、

八
幡
公
民
館

■内
 

手
工
芸
・
華
道
・
絵
画
・
文
芸
・
洋
ら

ん
・
絵
手
紙
・
子
ど
も
作
品
・
書
道
・
盆

栽
な
ど
の
展
示

【
ス
テ
ー
ジ
の
部
】

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■内
 

民
謡
･
歌
謡
･
舞
踊
･
吟
詠
･
フ
ラ
ダ

ン
ス
･
郷
土
芸
能
･
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

■問
 

市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
八

幡
公
民
館
内
）
�
９
９
５
＝
６
２
１
６

�■日
 
　

月　

日
�
〜　

月
７
日
�
、
午
前
９

１０

３１

１１

時
〜
午
後
４
時
※
初
日
は
午
後
１
時
〜

■場
 

市
役
所
西
側
駐
車
場

■問
 

農
政
課
�
◯内
 

２
９
９

第　

回
八
潮
市
民
文
化
祭

３０
八
潮
市
鉢
の
会
菊
花
展

�■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１１

１２

（
市
役
所
前
庭
集
合
・
解
散
）

■対
 

市
内
在
住
の
方

■内
 

県
東
部
地
域
の
水
辺
環
境
を
生
か
し
た

見
ど
こ
ろ
め
ぐ
り
※
見
学
場
所
＝
越
谷
市

の
「
能
楽
堂
」「
花
田
苑
」、
松
伏
町
の

「
エ
ロ
ー
ラ
」、
草
加
市
の
「
伝
統
産
業
展

示
室
に
て
せ
ん
べ
い
手
焼
体
験
」

■持
 

ズ
ボ
ン
や
運
動
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服

装■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３５
■費
 

１
０
０
０
円
（
保
険
料
・
飲
み
物
・
昼

食
代
の
一
部
と
し
て
）

■申
 
　

月　

日
午
前
９
時
か
ら　

日
ま
で
に
、

１０

１２

２２

電
話
で
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
�
◯内
 

４
９
７
）
へ

�
　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
子
育
て
の
手
助
け
を
し
た
い
人

（
提
供
会
員
）
と
の
相
互
援
助
活
動
を
同

セ
ン
タ
ー
が
調
整
し
、
子
育
て
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
入
会
く
だ
さ
い
。

【
入
会
説
明
会
】

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前　

時
〜

１１

１２

１０

【
講
習
会
】
※
提
供
会
員
・
両
方
会
員

（
依
頼
・
提
供
を
兼
ね
る
会
員
）
を
希
望

さ
れ
る
方
は
講
習
会
の
受
講
が
必
要

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前　

時
〜

１１

１８

１０

―
共
通
―

■場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■申
 

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
電
話
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
�
９
９
７
＝
４
３
２
１
）
へ
※
１
歳
か

親
水
ふ
れ
あ
い
め
ぐ
り 

バ
ス
ハ
イ
ク

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会
＆
講
習
会

ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
託
児
有
り

（
事
前
予
約
、
先
着
６
人
ま
で
）

�①　

月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

１１
■申
 
　

月　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
、
午

１１

１０

１７

２４

後
１
時
〜
４
時

■対
 

妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
（
夫
婦
で
の

参
加
歓
迎
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■費
 

無
料

②
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室

保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
方
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１１

１５

３０

０
時　

分
３０

■対
 

市
内
在
住
の
方

■定
 
　

人
２５

■内
 

糖
尿
病
予
防
の
話
と
調
理
実
習

■費
 

４
０
０
円
（
材
料
費
）

―
①
②
共
通
―

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■申
 
　

月　

日
か
ら
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

１０

１２

ー
（
�
９
９
５
＝
３
３
８
１
）
へ

■９月１０日号６面　公共施設臨時休館予定表の訂正
　同表の内容に加え、国体の開催に伴い、八條公民館および八幡公民館は、１０月３１日�も臨時休館します。なお、窓口業務は通常どおり行います。　
■問 八條公民館�９９４－３２００・八幡公民館�９９５－６２１６

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ゆ
ず
り
ま
す

不用品あっせんコーナー　

健
康
歩
行
器
２
台（
無
料
・
３
千
円
）、
乾
燥
機（
５
千
円
）、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
電
話（
２
千
円
）、ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー（
無
料
）

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
二
段
ベ
ッ
ド

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を
し
て
い
た
だ

き
、
市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

おしらせHOTコーナー　催し
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（９）　　広報　　　　　№６４７ 

�■日
 
　

月
３
日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

１１
■場
 

ゆ
ま
に
て
体
育
館

■内
 
　

店
の
素
人
市
、
そ
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト

３４
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

■問
 

セ
イ
ル
事
務
局
（
ゆ
ま
に
て
内
）
�
９

９
６
＝
０
１
２
３

�①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

■日
 
　

月
８
日
・　

日
・　

日
・　

日
、　

１１

１５

２２

２９

１２

月
６
日
・　

日
（
毎
週
月
曜
日
・
全
６
回
）、

１３

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

■場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

■内
 

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸
素

運
動
を
行
い
ま
す
。
基
本
か
ら
始
め
、
徐

々
に
運
動
強
度
を
あ
げ
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
ま
す
。

第　

回
ゆ
ま
に
て 

１６

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

事
業

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

３５
■費
 

１
４
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

②
高
齢
者
の
い
き
い
き
健
康
体
操
教
室

■日
 
　

月　

日
・　

日
・　

日
、　

月
１
日

１１

１０

１７

２４

１２

・
８
日
・　

日
（
毎
週
水
曜
日
・
全
６
回
）、

１５

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

■場
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方

６０

■内
 

軽
い
有
酸
素
運
動
を
中
心
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
や
タ
オ
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■持
 

タ
オ
ル

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

４０
■費
 

５
０
０
円
（
保
険
料
）

③
初
級
・
中
級
卓
球
教
室

■日
 
　

月　

日
〜　

月　

日
、
午
後
７
時
〜

１１

１１

１２

１６

９
時
（
毎
週
木
曜
日
・
全
６
回
）

■場
 

エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
※
小
・
中
学
生

は
保
護
者
同
伴

■費
 

大
人
１
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
８
０

０
円
（
保
険
料
・
ボ
ー
ル
代
な
ど
）

■費
 

８
０
０
円

―
①
②
共
通
―

■申
 
　

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

１０

２０

復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み

■問
 

社
会
教
育
課
�
◯内
 

３
５
７

�①
テ
デ
ィ
ベ
ア
教
室

■日
 
　

月　

日
・　

日
、
午
前
９
時　

分
〜

１１

２０

２７

３０

　

時　

分
（
各
土
曜
日
・
全
２
回
）

１１

３０

■場
 

八
幡
公
民
館

■対
 

市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

■内
 

テ
デ
ィ
ベ
ア
の
手
・
足
な
ど
が
象
ら
れ

て
い
る
材
料
を
使
用
し
、
自
分
で
縫
い
合

せ
て
テ
デ
ィ
ベ
ア
一
体
を
完
成
さ
せ
る

■定
 
　

人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

１０
■持
 

学
校
で
使
用
し
て
い
る
裁
縫
道
具
一
式

■費
 

１
０
０
０
円

②
編
み
物
教
室

■日
 
　

月　

日
・　

日
、
午
前
９
時　

分
〜

１１

２０

２７

３０

　

時　

分
（
各
土
曜
日
・
全
２
回
）

１１

３０

■場
 

八
幡
公
民
館

■対
 

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生

■内
 

毛
糸
で
指
編
み
に
よ
る
マ
フ
ラ
ー
作
成

お
よ
び
簡
単
な
小
物
づ
く
り

■持
 

糸
き
り
は
さ
み

■定
 
　

人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

２０ や
し
お
子
ど
も
教
室

■人権啓発フェスティバル〈ヒューマンフェスタ２００４さいたま〉　■日 １０月３０日�・３１日�、午前１０時～午後７時※３１日は午後４時まで／■場 大宮ソニック
シティ（大宮駅西口徒歩３分）／■内 トークショー、人権シンポジウム、郷土芸能公演、人権相談など／■費 無料／■問 県総務部人権推進課�０４８－８３０－２２５５

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

２０
■持
 

動
き
や
す
い
服
装
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト
※
ラ
ケ
ッ
ト
貸

し
出
し
有
り

―
①
②
③
共
通
―

■申
 
　

月　

日
か
ら
電
話
予
約
の
う
え
、
参

１０

１３

加
費
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
窓
口
へ

■問
 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
９
９
６
＝

５
１
２
６

�
〜
泡
盛
と
沖
縄
民
謡
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
〜

■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
６
時
開
演

１０

１６

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

■内
 

人
気
の
沖
縄
音
楽
を
お
届
け
！
出
演
＝

平
安
隆
、
子
ど
も
の
エ
イ
サ
ー
隊
ほ
か

■費
 

大
人
２
５
０
０
円
（
友
の
会
２
３
０
０

円
）、
子
ど
も
２
０
０
０
円
（
友
の
会
１
７

０
０
円
）
※
１
ド
リ
ン
ク
付
き

■申
 

八
潮
メ
セ
ナ
�
９
９
８
＝
２
５
０
０
・

や
し
お
生
涯
楽
習
館
�
９
９
４
＝
１
０
０
０

め
せ
な
・
お
き
な
わ
・ 

な
い
と
ら
い
ぶ

�
　

運
転
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時
〜
正
午

１０

２５

■場
 

八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５
１
１

�
９
９
７
＝
５
１
５
１
）

■対
 

市
内
に
在
住
す
る　

歳
以
上
で
、
普
通

６５

自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

■定
 
　

人
（
先
着
順
）

１１
■問
 

草
加
警
察
署
交
通
課
�
９
４
３
＝
０
１

１
０
◯内
 

４
１
１

�■日
 
　

月　

日
�
・　

日
�
、
午
後
６
時　

１１

１１

１２

３０

分
〜
８
時　

分
（
全
２
回
）

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室

■内
 

①
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
あ
な
た
の
年
金

・
人
権
問
題
に
つ
い
て
②
労
働
災
害
の
防

止
に
つ
い
て
、
講
師
＝
柴
崎
喜
一
郎
さ
ん

・
飯
島
晃
一
さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）

お
よ
び
市
社
会
教
育
指
導
員

■定
 
　

人
（
申
込
順
）

４０
■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日
か
ら　

月
１
日
ま
で
に
、
電

１０

１２

１１

話
で
商
工
振
興
課
（
�
◯内
 

３
３
６
）
ま
た

は
八
潮
市
商
工
会
（
�
９
９
６
＝
１
９
２

６
）
へ

�■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
１
時　

分
開
演

１０

２０

３０

■場
 

草
加
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■内
 

防
犯
功
労
者
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

＝
古
今
亭
菊
千
代
さ
ん（
落
語
家
）

■費
 

無
料

■問
 

草
加
八
潮
地
区
防
犯
協
会
�
９
４
３
＝

０
１
１
４

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク

労
働
セ
ミ
ナ
ー

第　

回
地
域
安
全
大
会

１０

�■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜
５
時

１１

１３

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

■内
 

市
内
に
在
学
す
る
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
が
、
日
ご
ろ
の
感
じ
て
い
る
思
い

や
自
分
の
意
見
を
発
表
し
ま
す
。
潮
止
中

吹
奏
楽
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
有
り

■問
 

青
少
年
育
成
八
潮
市
民
会
議
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
）
◯内
 

３
１
６

�■日
 

平
成　

年
１
月　

日
�
、
午
後
２
時
〜

１７

１０

４
時　

分
（
受
付
＝
午
後
１
時　

分
〜
）

１５

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ

■対
 

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年
４
月

５９

６０

１
日
生
ま
れ
の
方

■内
 

式
典
、
抽
選
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

※　

月
中
旬
ま
で
に
、
市
内
在
住
の
対
象

１２
者
に
案
内
通
知
を
郵
送
。
現
在
市
外
に
転

出
さ
れ
て
い
る
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

社
会
教
育
課
�
◯内
 

３
６
５

�■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１０

１４

３０

４
時

■場
 

久
喜
総
合
文
化
会
館
（
久
喜
市
大
字

早
見　

番
地
�
０
４
８
０
＝　

＝
１
７
９

１４０

２１

９
）

■内
 

ケ
ー
ナ
の
演
奏
、
タ
イ
の
民
俗
舞
踊
、

コ
ー
ラ
ス
・
民
謡
な
ど
、
養
護
学
校
・
埼

葛　

市
町
人
権
コ
ー
ナ
ー
・
国
体
紹
介
コ

１７
ー
ナ
ー
な
ど
の
展
示
、
皮
革
製
品
・
特
産

品
・
農
作
物
な
ど
の
販
売

■問
 

総
務
人
事
課
�
◯内
 

２
３
０

�■日
 

①
高
等
部
＝　

月　

日
�
・　

日
�

１０

２６

２７

②
小
学
部
・
中
学
部
＝　

月　

日
�
、
①

１０

２８

②
と
も
午
前
８
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

５０

１０

■場
 

三
郷
養
護
学
校（
三
郷
市
駒
形　

番
地
）

５６

■内
 

学
校
概
要
説
明
、
授
業
参
観
・
質
疑
応

答
な
ど

■問
 

三
郷
養
護
学
校
�
９
５
２
＝
１
２
０
５

青
少
年
の
主
張
大
会

平
成　

年
成
人
式

１７

第　

回
埼
葛
人
権
を 

１３

考
え
る
つ
ど
い

県
立
三
郷
養
護
学
校
見
学
会

おしらせHOTコーナー　催し

�

〈往復はがき記入例〉�〒３４０－８５８８�

〒３４０-○○○○�

往�
　信�

返�
　信�

中
央
一
丁
目
２
番
地
５�

八
潮
市
教
育
委
員
会�

　
　
　
　
社
会
教
育
課�

子
ど
も
◯
◯
◯
◯
　
　
宛�

　
　
　
　
　
教
室
担
当�

※
こ
の
面
に
は�

　
何
も
記
入
し
な
い�

応
募
者
住
所�

（
八
潮
市
◯
◯
）�

応
募
者
氏
名

�

①児童名�
②性別�
③学校名�
④学年�
⑤住所�
⑥電話番号�
⑦緊急連絡先（携帯）�
⑧保護者氏名�

折
　
　
　
　

折
　
　
　
　
り
　
　
　
　
線

　
　
　
　
線�
折
　
　
　
　
り
　
　
　
　
線�

折
　
　
　
　

折
　
　
　
　
り
　
　
　
　
線

　
　
　
　
線�

折
　
　
　
　
り
　
　
　
　
線�

市民情報の一部がゴミ集積所に捨てられていた件について
〈お詫びと再発防止対策〉

　このたび、市民の皆様の大切な情報の一部が草加市内のゴミ集積所に
捨てられていたという事態が発生しました。市民の皆様に深くお詫び申
し上げます。このような事態は、あってはならないことであり、今後再
発することがないよう、再発防止と情報セキュリティ対策の強化に、市
役所全体で取り組んでまいります。
　廃棄と回収までの経過
　平成１６年９月１０日午後３時３０分ごろ、草加市稲荷のゴミ集積所で、草
加市委託のゴミ収集業者が可燃ゴミの収集作業中に、市の情報と思われ
るデータが印字された紙の入ったゴミ袋を発見しました。すぐに、収集
業者は、このゴミ袋を草加市へ届け出ました。その後、八潮市では草加
市から連絡を受け、事態の発生を知ったものです。
　本市と草加市で調べたところ、選挙に関する情報等があることから、
その情報処理を委託している	アイネスに対し、詳細な調査と報告を求
めました。その結果、本年７月３１日まで同社に勤務し、本市及び草加市
の情報処理に携わっていた元社員が社内でテスト帳票に打ち出し、デー
タの確認やチェックのために自宅へ持ち帰り、引越しの際に廃棄したこ
とが明らかになりました。
　廃棄されたテスト帳票の個人情報は７４件（住民登録関連４件、印鑑登
録関連７件、選挙関連６３件）であり、各帳票は第三者に流出した形跡は
ございません。
　再発防止に向けた緊急対策
　本市では、	アイネスに再発防止に向けた改善を指示し、９月１３日か
ら早急に再発防止に向けた対応を図っています。また、この事態を受け、
緊急会議を開催し、職員に対し情報セキュリティの強化と徹底を周知し
ました。さらに、業務委託契約に基づく緊急立ち入り検査を実施し、次
のようなセキュリティ対策を	アイネスに指示しました。
　①定期的な監査に加え、随時複数回のセキュリティ監査を実施すること。
　②テスト帳票の出力は、本市の許可なく一切出力しないこと。
　③個人データを含む事業所間のファクシミリの送受信をしないこと。
□　�アイネスの対応策
　・全社員の個人情報自宅保管総点検をする。
　・緊急職場監査を実施する。
　・緊急社員教育を実施する。
□　市の対応策
　・委託先社員等の入退出管理の強化をする。
　・使用帳票の数量管理の徹底を図る。
　・記録媒体の管理の徹底を図る。
　今回の件では、個人情報が他に悪用される事態は防ぐことができまし
た。今後は、全職員をあげて情報セキュリティ対策の強化と徹底を図り
ます。また、個人情報保護への取り組みに加え、（仮称）再発防止検討委
員会を設置し、同じような事態が発生しないよう危機管理の徹底に努め
てまいります。

■問 企画部情報化推進担当�◯内 ３１０
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平成１６年１０月１０日　　（１０）
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�■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時　

分
〜
正
午

１０

３１

３０

■場
 

ゆ
ま
に
て

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
方

■内
 

ビ
デ
オ
に
よ
る
講
義
と
訓
練
犬
に
よ
る

模
範
訓
練

■定
 
　

人
（
先
着
順
）
※
抽
選
で　

人
に

５０

２０

「
犬
の
し
つ
け
方
の
本
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■申
 
　

月　

日
か
ら
、
電
話
で
草
加
保
健
所

１０

１２

（
�
９
２
５
＝
１
５
５
１
）
へ

��■日
 
　

月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
、
月

１２

１７

３１

〜
金
曜
日
の
午
後
０
時　

分
〜
６
時
、お

３０

よ
び
土
曜
日
・
学
校
の
休
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
６
時
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年

３０末
年
始
は
除
く
）

■場
 

学
童
保
育
所

■対
 

保
育
士
も
し
く
は
教
員
の
資
格
の
あ
る

方
、
ま
た
は
学
童
の
指
導
に
つ
い
て
知
識

経
験
の
有
る
方

■内
 

主
に
小
学
校
低
学
年
の
児
童
の
放
課
後

保
育

■費
 

月
額　

万
円
※
別
途
基
準
に
よ
り
交
通

１６

費
支
給
あ
り
、
社
会
保
険
加
入

■定
 

若
干
名
※
面
接
あ
り
・
日
程
は
後
日
連

絡■申
 
　

月　

日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

１０

２９

付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
資
格

証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、
窓
口
へ
持
参

■問
 

児
童
障
害
課
�
◯内
 

４
８
０

�任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年

１７

１９

３
月　

日
３１

■対
 

平
成　

年　

月
１
日
現
在
で
、
満　

歳

１６

１１

２０

以
上
の
市
民
の
方

※
市
職
員
（
常
勤
の
職
員
）、
各
行
政
委
員

会
委
員
、
市
議
会
議
員
お
よ
び
審
議
会
・

懇
談
会
等
の
委
員
を
２
つ
以
上
兼
務
し
て

犬
の
し
つ
け
方
教
室

   学
童
保
育
指
導
員

八
潮
市
下
水
道
事
業 

審
議
会
委
員

い
る
方
を
除
く

■内
 

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
公

共
下
水
道
の
推
進
を
図
る
た
め
、
下
水
道

に
関
す
る
事
項
の
審
議
な
ど

■定
 

２
人
（
男
女
各
１
人
）

■申
 
　

月
８
日
ま
で
に
、
申
込
書
（
下
水
道

１１
課
で
配
布
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

下
水
道
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■問
 

下
水
道
課
�
◯内
 

２
６
２

�
　

■日
 

許
可
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
者
、
ま
た
は
教
育
・

福
祉
を
目
的
と
す
る
団
体

■場
 

大
字
鶴
ヶ
曽
根
１
０
０
０
番

■内
 

１
区
画　

平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
９
坪
）

３０

■費
 

年
額
１
区
画
あ
た
り
１
万
２
０
０
０
円

※
平
成　

年
度
は
月
割
り

１６

■問
 

農
政
課
�
◯内
 

２
９
９

�■日
 
　

月　

日
�
〜
平
成　

年
２
月
４
日

１１

１９

１７

�
、
午
前　

時
〜
午
後
３
時
（
毎
週
金
曜

１０

日
・
全　

回
）

１０

■場
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
※
送
迎
バ

ス
を
運
行

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６０

■定
 
　

人
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
未
受

４０ 市
民
農
園
利
用
者

寿
大
学
校
生
徒

講
者
を
優
先

■費
 

２
０
０
０
円
（
材
料
費
）

■内
 

健
康
管
理
・
福
祉
・
生
活
・
法
律
・
施

設
見
学
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
趣
味
な
ど

■申
 
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
に
、
所
定
の

１０

１２

２０

用
紙
（
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
寿
楽
荘
・
す
え
ひ
ろ
荘
、
市
高
齢

い
き
が
い
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘

へ
持
参

■問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
�
９
９
５

＝
２
８
４
７

�■対
 
　

歳
以
上

６０
■内
 

八
潮
団
地
１
階
・
２
階（
２
Ｄ
Ｋ
、３
Ｋ
）

■費
 

所
得
に
応
じ
て
家
賃
の
軽
減
措
置
有
り

入
居
日　

資
格
確
認
後
、
約
５
カ
月
以
内

■申
 
　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
に
、
案

１０

２５

１１

１０

内
書
（
市
建
築
課
等
で
配
布
）
に
添
付
さ

れ
て
い
る
申
込
書
を
都
市
再
生
機
構
へ
郵

送
※
公
開
抽
選
、
結
果
は
全
員
に
通
知

■問
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
募
集
販

売
本
部
�　

＝
３
３
４
７
＝
４
３
７
５

０３

�■場
 

安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬
９
３
２
）

■対
 

①　

歳
以
上
の
単
身
者
②
配
偶
者
・
親

６０

族
１
人
と
同
居
す
る　

歳
以
上
の
方

６０

■内
 

埼
玉
県
知
事
認
定
の
高
齢
者
向
け
優
良

賃
貸
住
宅
、
ワ
ン
ル
ー
ム
、　

平
方
メ
ー

２７

ト
ル
、（
洋
間
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
）

鉄
骨
３
階
建
冷
暖
房
完
備
、広
い
談
話
室
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
平
成

　

年
７
月
１
日
よ
り
管
理
開
始

１６■定
 

３
戸
（
２
階
）

■費
 

月
額
６
万
５
０
０
０
円
（
こ
の
ほ
か
、

共
益
費
等
と
し
て
１
万
円
）
※
所
得
に
応

じ
て
最
高
３
万
円
ま
で
の
減
額
措
置
有
り

■申
 

申
込
書
（
市
建
築
課
お
よ
び
	
小
山
不

動
産
で
配
布
）
に
住
民
票
等
を
添
え
、
	

小
山
不
動
産
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
〒
３

４
０
―
０
０
５
３
草
加
市
旭
町
３
―
５
―

３
、
水
曜
日
･
第
３
火
曜
日
は
定
休
）

■問
 

	
小
山
不
動
産
管
理
部
�
９
３
２
＝
０

０
１
０

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

（
都
市
再
生
機
構
）

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

�
　

県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
就
職
に
必

要
な
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
る
た
め
、

実
技
を
中
心
と
し
た
職
業
訓
練
県
立
高
校

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■日
 

試
験
日
＝　

月
４
日
�

１１

■内
 

自
動
車
整
備
科
、
情
報
処
理
科
、
空
調

設
備
科
、
電
気
工
業
科
な
ど

■費
 

受
験
料
＝
２
２
０
０
円

■申
 
　

月　

日
ま
で
に
申
込
書
（
県
職
業
能

１０

２０

力
開
発
課
で
配
布
）
を
同
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
 

県
職
業
能
力
開
発
課
�
０
４
８
＝
８
３

０
＝
４
５
９
８

技
術
専
門
校
・
４
月
生

おしらせHOTコーナー　募集

　

昨
年
８
月
か
ら
今
年
７
月
ま
で
の
１
年

間
に
わ
た
り
開
催
し
た
、「
八
潮
市
小
中
学

校
通
学
区
域
審
議
会
」
の
あ
ら
ま
し
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

な
ぜ
通
学
区
域
審
議
会
が
開
か
れ

た
の
で
す
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
市
で
は
通
学
区
域

に
つ
い
て
弾
力
的
な
運
用
で
対
応
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
通
が
来
年
秋
に
せ
ま
る
と
と

も
に
、
学
校
教
育
改
革
等
、
社
会
状
況
の

変
化
に
応
ず
べ
く
、
審
議
会
に
諮
問
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
諮
問
内
容
】

○
本
市
の
実
態
を
反
映
し
た
望
ま
し
い
通

学
区
域

○
学
校
教
育
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の

適
正
規
模

○
弾
力
的
運
用
に
お
け
る
指
定
校
の
変
更

※
審
議
委
員
は
、
町
会
・
自
治
会
代
表
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、校
長
会
代
表
、学
識
経
験
者
、

公
募
者
の
計　

人
で
構
成
し
、
い
ろ
い
ろ

１３

な
立
場
や
視
点
か
ら
検
討
を
し
ま
し
た
。　

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
の
で
す
か
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
国
や
埼
玉
県
の
動
向
、
本
市
の
様
子

（
道
路
や
河
川
等
の
地
理
的
状
況
・
通
学

区
域
形
成
の
経
緯
等
）

○
今
後
開
発
が
進
ん
で
い
く
新
駅
周
辺

（
南
部
地
区
）
や
全
市
の
人
口
の
増
加
等

○
本
市
の
小
中
学
校
は
児
童
生
徒
数
に
よ

り
学
校
規
模
に
差
が
あ
る
が
、
学
校
運
営

上
の
適
正
規
模

○
通
学
区
域
が
決
ま
っ
て
い
る
中
、
様
々

な
理
由
で
指
定
校
を
変
更
し
て
い
る
実
態

○
現
在
の
学
区
割
り
の
中
で
、
新
た
に
線

引
き
が
必
要
か

○
学
校
選
択
制
を
ど
う
考
え
る
か
、
な
ど

　

ど
の
よ
う
な
答
申
が
出
さ
れ
た
の

で
す
か
。

　

「
教
育
は
、
地
域
社
会
に
支
え
ら

れ
、
学
校
と
保
護
者
が
協
力
し
合
っ

て
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
成
長
を
目
指
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
」
を
基
調
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

○
現
時
点
で
は
、
鉄
道
開
通
に
よ
る
人
口

増
加
が
不
明
確
な
た
め
、
通
学
区
域
の
再

編
成
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
今
後
の
状

況
の
変
化
に
応
じ
て
、
適
切
な
時
期
に
見

直
し
を
行
う
。

○
住
宅
等
の
密
集
度
に
違
い
が
あ
る
た
め
、

小
中
学
校
の
学
校
規
模
に
大
小
が
あ
る
の

は
や
む
を
得
な
い
範
囲
で
あ
り
、
各
校
が

特
徴
を
出
し
て
欲
し
い
。

○
指
定
校
制
度
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
あ

る
が
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
身
体
的
な
理

由
等
が
あ
る
場
合
に
は
変
更
を
認
め
る
。　

　

交
通
量
の
多
い
本
市
に
お
い
て
、
通
学

上
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、ま
ず
安
全
で
す
。

ま
た
、
学
校
の
諸
教
育
活
動
は
、
地
域
社

会
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
ち
ま
す
。
で
す

か
ら
本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
と
と
も
に

歩
む
学
校
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
地
域
づ
く
り
・
地
域
の
教
育
力
の

再
生
を
願
っ
て
、
個
人
や
団
体
の
方
々
が

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、
目

に
見
え
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、『
お
ら
が
学
校
・

私
た
ち
の
学
校
』
の
気
持
ち
で
支
援
・
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
け
が

え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
、
学
校

・
地
域
を
大
切
に
考
え
た
こ
の
趣
旨
を
ご

理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

学
務
課
�
◯内
 

４
１
５

ＱA

ＱAＱA

 市有地（１物件）を一般競争入札により売却します。

                      　　　　　　■場 中央四丁目１８番地１ほか
　　　　　　　　　　　　　　２筆（宅地５７２.８２㎡）

■日 入札日　１１月２２日�
■申 １１月１０日から１７日までに、入札案内書（１０月１８日か
ら財政課管財担当で配布）に従い、財政課管財担当窓
口へ持参
■問 財政課�◯内 ２３２、４６６

18-1

18-2

18-3

学
校
学
校
はは
地
域
社
会

地
域
社
会
のの
支
え
支
え
がが
あ
っ
て
の
も
の

あ
っ
て
の
も
の

教育長へ答申書を提出

市有地を売却
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��
　

八
潮
市
障
害
者
行
動
計
画
策
定
提
言
会

議
で
は
、
第
２
次
八
潮
市
障
害
者
行
動
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。
こ
の
会
議
を

一
般
に
公
開
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
７
時
〜
８
時　

分

１０

１９

３０

■場
 

八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
（
３
階
）

■定
 

５
人
（
先
着
順
）

■問
 

児
童
障
害
課
�
◯内
 

４
５
３
・
４
７
３

�
　

県
税
事
務
所
で
は
、
自
動
車
税
や
不
動

産
取
得
税
な
ど
、
県
税
に
つ
い
て
納
税
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
納
税
に
関
す

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１０

２４

障
害
者
行
動
計
画
策
定
提
言

会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す

県
税
休
日
納
税
窓
口

■場
 

越
谷
県
税
事
務
所

■問
 

越
谷
県
税
事
務
所
�
９
６
２
＝
２
１
９
１

�■日
 
　

月　

日
�
、
午
後
１
時
〜

１０

２２

■場
 

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
４
階

■対
 

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

■申
 

事
前
に
、
電
話
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加

（
�
９
３
１
＝
６
１
１
１
）
へ
連
絡

�
　

在
宅
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
在
宅

支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日
�
〜　

日
�
（
３
日
間
の
い

１０

２６

２８

ず
れ
か
１
日
、
実
施
日
は
後
日
連
絡
）

■対
 
　

歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

６５
状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
か
２
級
を
有
す
る
重
度
身
体

障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
で
布
団
を
干
す
こ

と
が
困
難
な
方

障
害
者
県
東
地
域 就

職
面
接
会

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

サ
ー
ビ
ス　

■内
 

掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
「
乾
燥
・
殺
菌
」
を
行
い
ま

す
。当
日
、委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
に
伺

い
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
に
お
届
け
し
ま
す
。

■費
 

無
料

■申
 
　

月　

日
ま
で
に
、
市
役
所
⑧
番
・
高

１０

１８

齢
い
き
が
い
課
へ
⑨
番
・
児
童
障
害
課
窓

口
へ
直
接
（
代
理
申
請
可
）

　

な
お
、
８
月
ま
で
に
１
年
分
申
請
さ
れ

た
方
は
、
今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
枚
数
を
変
更
す
る
場
合
は　
１０

月　

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１８
■問
 

高
齢
い
き
が
い
課
�
◯内
 

２
１
８
・
児
童

障
害
課
�
◯内
 

４
２
８

�
　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
お
子
さ
ん
に
対
し
、
就
学
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
の
機
会

均
等
の
精
神
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
児
童

生
徒
が
義
務
教
育
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
ご
家
庭
の
実
情
に
応
じ
て

学
用
品
費
等
の
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。

■内
 

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
医
療
費

（
学
校
保
健
法
施
行
令
に
よ
る
疾
病
）
で

す
が
、
要
保
護
（
生
活
保
護
家
庭
）
の
場

合
は
修
学
旅
行
費
、
医
療
費
の
援
助

■対
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
世
帯
、

市
民
税
の
非
課
税
世
帯
、
母
子
家
庭
の
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
、
国
民
年
金
掛
け

金
の
免
除
、
保
護
者
が
失
業
対
策
事
業
適

格
者
手
帳
を
有
す
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
の
あ
る
日
雇
労
働

者
、
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状

態
が
悪
い
方

■申
 

市
内
各
学
校
ま
た
は
教
育
総
務
課
窓
口

へ■問
 

教
育
総
務
課
�
◯内
 

３
７
７

�
　
　

月
中
に
入
会
さ
れ
た
方
に
は
、
さ
ら

１０
に
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
！

■日
 

入
会
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１７

３１

■内
 

入
会
特
典
①
メ
セ
ナ
・
楽
習
館
イ
ベ
ン

就
学
援
助

年
会
費
半
額
！
メ
セ
ナ
・
楽
習

館
友
の
会
会
員
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ト
情
報
送
付
②
メ
セ
ナ
自
主
事
業
公
演
入

場
券
の
割
引
・
先
行
発
売
③
楽
習
館
自
主

事
業
講
座
受
講
料
の
割
引
④
抽
選
で
メ
セ

ナ
自
主
事
業
公
演
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

■費
 

個
人
会
員
＝
１
０
０
０
円
、
法
人
会
員

＝
３
０
０
０
円
※
各
通
常
の
半
額
料
金

■申
 

所
定
の
申
込
用
紙
に
年
会
費
を
添
え
て
、

八
潮
メ
セ
ナ
ま
た
は
や
し
お
生
涯
楽
習
館

窓
口
へ

■問
 

八
潮
メ
セ
ナ
�
９
９
８
＝
２
５
０
０
・

や
し
お
生
涯
楽
習
館
�
９
９
４
＝
１
０
０

０�■日
 
　

月
７
日
�
、
午
後
０
時　

分
〜
１
時

１２

４５

　

分
１５■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■対
 

市
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の
方

３０

（
昭
和　

年
３
月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

５０

３１

■内
 

視
触
診
（
全
員
）、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
お
よ
び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
と
、　

歳
以

５０

上
の
希
望
者
に
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
を

行
い
ま
す
。

■定
 

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■費
 

視
触
診
＝
５
０
０
円
（
八
潮
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
無
料
）、乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
＝
１
２
４
０
円

■持
 

バ
ス
タ
オ
ル

■申
 

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９
９
５
＝

３
３
８
１
）
へ

�①
だ
い
ば
ら
児
童
館
「
わ
ん
ぱ
る
」

　

館
内
清
掃
の
た
め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
業
務
も
お
休
み
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日
�　

終
日

１０

１８

■問
 

だ
い
ば
ら
児
童
館
�
９
９
９
＝
０
３
２

１
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�
９
９
７
＝
４
３
２
１

②
市
民
温
水
プ
ー
ル
利
用
の
一
時
休
止

■日
 
　

月
７
日
�
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

１１
（
第
１
部
〜
第
３
部
）
※
第
４
部
（
午
後

６
時
〜
９
時
）
は
平
常
ど
お
り

■問
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
�
９
３
６
＝
６
８
２

４
乳
が
ん
検
診

臨
時
休
館

おしらせHOTコーナー　案内

住
所　

八
條
２
６
３
４
番
地

略
歴　

八
潮
市
議
会
議
員
（
３
期
目
）

　
　
　

八
潮
市
議
会
副
議
長

　
　
　

八
潮
市
議
会
議
長

　
　
　

文
教
水
道
常
任
委
員
会
委
員
長　

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

　
　
　

外
環
・
東
埼
玉
道
路
周
辺
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長

　
　
　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

住
所　

二
丁
目
１
１
２
５
番
地
１

略
歴　

八
潮
市
議
会
議
員
（
６
期
目
）

　
　
　

文
教
水
道
常
任
委
員
会
委
員
長

　
　
　

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
議
会
議
員

　
　
　

合
併
問
題
特
別
委
員
会
副
委
員
長

■問
 

議
会
事
務
局
�
◯内
 

２
７
７

　

平
成　

年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
の
最
終
日
９
月　

日
に
、
新

１６

２１

た
に
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

八
潮
市
議
会

新
・
正
副
議
長
決
ま
る
！

議　長

 飯  山  恒  男 　氏（６４歳）
いい やま つね お

副議長

 広  沢 　
ひろ さわ

 昇 　氏（５９歳）
のぼる

ポイ捨て・飼い犬のふんの放置防止条例 罰則規定の適用は
平成１７年１月１日から

　間近に迫った「彩の国まごころ国体」の開催や来秋の「つくばエ
クスプレス」の開業に向け、多くの市民の方々が美化清掃のボラン

ティア活動などに取り組み、環境美化への関心が急速に高まってきています。
　しかしながら、一部の心ない人たちの「ポイ捨て行為」や「飼い犬のふんの放置」が後
を絶ちません。こうした行為は、単に「迷惑行為」というだけでなく、モラルの低下や郷
土愛の減少などの様々な影響を及ぼします。
　そこで、市として市民の皆さんと一体となった「清潔できれいなまちづくり」の実現を
図る強い決意を内外に示すべく、条例の制定に至りました。

　市では、空き缶等のポイ捨てや
飼い犬のふんの放置を防止するこ
とで、清潔できれいなまち・八潮
を目指し、１０月１日から「八潮市
空き缶等のポイ捨て及び飼い犬の
ふんの放置の防止に関する条例」
を施行しています。

　みんなでこの条例を守り、清潔できれいなまちを築きましょう。 

条例制定の経緯

１　市民・事業者・市が協働してまちの環境美化を推し進めます

　（それぞれの責務）
　ポイ捨てや飼い犬のふんの放置の防止のために必要な施策
を計画的に実施します。
　ポイ捨て等の防止による環境美化を推進するとともに、市
が実施する施策に協力しなければなりません。

　ポイ捨ての原因となるおそれのある物の製造・加工・販売を行う事業
者は、ポイ捨ての防止について、消費者に対する意識の啓発その他必要
な措置を講ずるよう努めることとなっています。

　ポイ捨て等の防止による環境美化の推進に努めるとともに、
市が実施する施策に協力しなければなりません。

　飼い犬の飼い主等は、当該飼い犬が屋外でふんをしたときは、用具等
に入れて持ち帰り適切に処理しなければなりません。
　土地を所有・占有・管理する方は、土地に空き缶等が捨てられないよ
う努めるとともに、市が実施する施策に協力しなければなりません。

２　ポイ捨て、飼い犬のふんの放置を禁止します

　（ポイ捨ての禁止）

　空き缶、空きびん、たばこの吸い殻、チューインガムのかみかす、紙
くずなどを回収容器など定められた場所以外に捨ててはいけません。
　（飼い犬のふんの放置の禁止）
　飼い犬の飼い主等は、公園､広場、道路、河川、水路など公共の場所や
他人の土地、建物等に飼い犬のふんを放置してはいけません。
　（罰則）
　違反行為に対しては、勧告を行い、従わない場合は命令を行います。
それでも従わない場合は、５万円以下の罰金に処される場合があります。

３　自動販売機などで容器入り飲料等を販売する場合は、回収
　　容器の設置・管理が必要です

　（義務）
　空き缶や空びんなどのポイ捨ての防止・周辺の美化のため、自動販売
機などで容器入り飲料等を販売する事業者は、販売する場所に空き缶等
の回収容器を設置し､適正に管理しなければなりません。
　（罰則）
　義務違反に対しては、勧告を行い、従わない場合は命令を行います。
それでも従わない場合は、その旨を公表し、さらに１０万円以下の罰金に
処される場合があります。　　　　　　　　■問 リサイクル推進課�◯内 ２３４

事業者

市

市　民
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平成１６年１０月１０日　　（１２）

�
　

建
設
工
事
に
係
る
資
源
の
再
資
源
化
等

に
関
す
る
法
律
（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
年
５
月
と　

月
１０

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
例
年
ど
お
り

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
の
解
体
や
新
築
工
事
を
行
う
と
き
は
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■日
 
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

１４

２０

■問
 

建
築
課
�
◯内
 

４
６
８

�〜
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
〜

　
■日
 
　

月　

日
�
ま
で

１０

１３

■内
 

良
好
な
市
街
地
環
境
の
形
成
や
安
全
で

良
質
な
建
築
物
の
普
及
に
努
め
る
た
め
、

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
、

建
築
物
の
調
査
指
導
を
行
い
ま
す
。

■問
 

建
築
課
�
◯内
 

４
６
８
・
４
６
９

�■日
 
　

月　

日
�
〜　

月　

日
�

１０

１８

１２

２８

■場
 

市
役
所
２
階
・
総
務
人
事
課

■費
 

大
型
＝
５
０
０
円
、小
型
＝
４
０
０
円
、

パ
レ
ッ
ト
＝
５
０
０
円

■問
 

総
務
人
事
課
�
◯内
 

２
３
３

�■日
 

試
験
日
＝　

月　

日
�

１１

２１

■場
 

県
立
春
日
部
工
業
高
等
学
校
※
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
動
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

■申
 
　

月　

日
ま
で
に
、
受
験
案
内
（
下
水

１０

１５

道
課
で
配
布
）
に
従
い
、
市
下
水
道
担
当

課
へ
申
込
書
を
持
参

※
試
験
は
２
年
に
１
度
の
実
施
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法 

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

ル
ー
ル
を
守
っ
て 

明
る
く 
住 
マ
イ
ル

ス

平
成　

年
度
版
埼
玉
県
民 

１７

手
帳
・
パ
レ
ッ
ト
頒
布

締
切
迫
る
！
排
水
設
備 

工
事
責
任
技
術
者
試
験

■問
 

下
水
道
課
�
◯内
 

４
２
２

�
　

県
、
農
林
漁
業
関
連
事
業
者
、
食
品
等

事
業
者
、
そ
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
で

「
食
品
の
安
全
性
お
よ
び
食
品
に
対
す
る

安
心
感
」
を
築
い
て
い
く
、『
埼
玉
県
食
の

安
全
・
安
心
条
例
』
が
９
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
「
日
本
一　

食
に
が
ん
ば
る

埼
玉
」
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

【
条
例
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
】

�
県
民
参
画
の
充
実
・
関
係
団
体
と
の
協
働

　

①
県
民
の
意
見
交
換
の
促
進
等

　

②
施
策
の
提
案

　

③
危
害
情
報
の
申
出

　

④
関
係
団
体
と
の
協
働

�
安
全
・
安
心
を
一
層
高
め
る
事
業
取
組

�
食
育
等
に
よ
る
知
識
の
普
及
啓
発

■問
 

県
庁
食
品
安
全
企
画
室
�
０
４
８
＝
８

３
０
＝
３
４
２
２
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp/A

04/B
400/toppegi.htm

�
　

中
小
企
業
事
業
主
の
相
互
共
済
の
仕
組

み
と
援
助
に
よ
っ
て
、
手
軽
で
安
全
・
確

実
に
退
職
金
制
度
を
確
立
し
、
従
業
員
の

福
祉
増
進
と
企
業
振
興
に
寄
与
す
る
た
め

に
、事
業
主
へ
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■内
 

①
新
規
加
入
助
成

期
間
＝
加
入
後
４
カ
月
目
か
ら
１
年
間

（
事
業
主
に
掛
金
月
額
の
１
／
２
※
従
業

員
ご
と
に
上
限
５
０
０
０
円
、
短
時
間
労

働
者
の
特
例
掛
金
も
有
り
）

②
月
額
変
更
助
成
※
掛
金
１
万
８
０
０
０

円
以
下
（
期
間
＝
増
額
月
か
ら
１
年
間
、

増
額
分
の
１
／
３
、
加
入
条
件
＝
手
続
方

法
は
業
種
に
よ
る
）

※
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
東
京

相
談
コ
ー
ナ
ー
�　

＝
３
４
３
６
＝
４
３

０３

５
１
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://ch

u
t

aikyo.taisyokukin.go.jp

『
埼
玉
県
食
の
安
全
・
安
心 

条
例
』
が
で
き
ま
し
た
！

中
小
企
業
の
退
職
金
を 

国
が
サ
ポ
ー
ト

※
新
規
加
入
事
業
主
に
は
「
八
潮
市
中
小

企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
制
度
」
も
利

用
で
き
ま
す
。

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６　

�
　

近
ご
ろ
、
あ
た
か
も
東
京
電
力
と
関
係

が
あ
る
よ
う
に
、
成
り
す
ま
し
た
詐
欺
行

為
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
怪
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
社

員
証
等
の
提
示
を
求
め
る
か
、
東
京
電
力

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

東
京
電
力
	
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
�

０
１
２
０
＝
９
９
５
＝
４
４
２

�
　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
で
は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■対
 

①
旧
軍
人
等
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
、恩
給
欠
格
者
の
方
②
終
戦
に
伴
い
、

本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方

■申
 

社
会
福
祉
課
窓
口
で
請
求
書
類
を
配
布

■問
 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
�
０
１
２
０
＝
２
３
４
＝
９
３
３
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.heiwa.go.jp

�
　

労
働
保
険
は
、「
労
災
保
険
」
と
「
雇
用

保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し
て
い

る
保
険
制
度
で
す
。

・
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
や
通
勤
途
上

に
負
傷
し
た
時
、
ま
た
は
失
業
し
た
場
合

な
ど
に
、
必
要
な
保
険
給
付
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
農
林
水
産
事
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
労

働
保
険
に
加
入
し
て
労
働
保
険
料
を
納
付

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
未
加
入
の

事
業
主
の
方
は
、
加
入
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
 

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
�
０
４

８
＝
６
０
０
＝
６
２
０
３

不
審
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

恩
給
欠
格
者
・ 

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

月
は
『
労
働
保
険 

１０

適
用
促
進
月
間
』

かいてき賞　「夢の八潮駅」　
大瀬小学校　田村　奈緒さん

やすらぎ賞　「夢の八潮市とつくばエクスプレス」
大曽根小学校　佐藤　有馬さん

ちからいっぱい賞　「つくばくんと八潮駅」　
大原小学校　内田　実里さん

はぐくみ賞　「みんなの八潮駅」　
柳之宮小学校　岸　　美咲さん

すいしん賞　「つくばエクスプレス」　
松之木小学校　田村　美春さん

つくばエクスプレス　　
●と 

未来の八潮市
第２回小学生絵画コンクール審査発表第２回小学生絵画コンクール審査発表

　夏休みを利用して、市内の小学５年生を対象に、「つくばエクスプレスと未来の八潮市」をテーマと

した絵画の募集を行いました。たくさんのご応募ありがとうございました。

　応募総数３６７人の中から、選考会による厳正な審査の結果、特別賞５人、優秀賞１０人が選ばれました。

　全作品を展示します！　　　　

■日 １０月１９日�、正午～午後５時・１０月２０日�、午前９時～午後５時

　１０月２１日�、午前９時～午後５時・１０月２２日�、午前９時～午後３時

■場 八潮メセナ１階展示室

★特別賞＝かいてき賞、やすらぎ賞、ちからいっぱい賞、はぐくみ賞、すいしん賞 ＜敬称略＞

★優秀賞＝八條小学校・齋藤彩香、潮止小学校・菅野雄一朗、八幡小学校・坂口彩夏、松之木小学校

・佐藤彩乃、松之木小学校・吉田麻里、松之木小学校・阿部彰吾、中川小学校・野崎崇行、

八條北小学校・白井琴美、大瀬小学校・矢野朱莉、大原小学校・麻野瑠依

■問 南部事業推進課�◯内 ４６１、４６３

おしらせHOTコーナー　案内
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（１３）　　広報　　　　　№６４７ 

■日
 

①　

月　

日
�
、
午
後
７
時
〜
（
Ａ
オ

１１

１９

ー
プ
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
）
②　

日
�
、

２０

午
後
７
時
〜
（
Ｂ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
･
コ
ン

サ
ー
ト
）
③　

日
�
、
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

（
Ｃ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
）
／

■場
 

草
加
市
文
化
会
館
（
松
原
団
地
駅
下
車

東
口
徒
歩
５
分
）
／
■申
 

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ン
サ
ー
ト
名

・
必
要
枚
数
を
記
入
し
て
〒
３
４
０
―
０

０
１
３
草
加
市
松
江
１
―
１
―
５
草
加
市

文
化
会
館
へ
郵
送
／
■問
 

草
加
市
文
化
会
館

�
９
３
１
＝
９
３
２
５

�市
民
文
化
祭

■日
 
　

月
６
日
�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

１１

３０

時
（
予
定
）・
７
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
／
■場
 

吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅

北
口
か
ら
徒
歩　

分
）
／
■内
 

コ
ー
ラ
ス
・

１０

ダ
ン
ス
・
舞
踊
な
ど
の
発
表
、
絵
画
・
書

道
・
生
け
花
な
ど
の
展
示
／
■問
 

吉
川
市
生

涯
学
習
課
�
９
８
２
＝
９
６
９
６

吉
川
市

ま
た
は
１
２
６
０
円
／
■問
 

越
谷
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
�
９
６
３
＝
９
２
８
３

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
５
９
５
４

�三
郷
市
菊
花
展

　

三
郷
市
内
の
菊
愛
好
家
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
菊
を
一
堂
に
集
め
ま
す
。菊
の
苗
、

切
り
花
の
即
売
も
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月
１
日
�
〜
３
日
�
、
午
前
９
時
〜

１１
午
後
４
時
（
※
１
日
＝
午
後
１
時
〜
）
／

■場
 

三
郷
市
文
化
会
館
（
三
郷
駅
北
口
徒
歩

　

分
）

１３★
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
も
同
時
開
催

■日
 
　

月
３
日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

１０

／
■場
 

早
稲
田
公
園
／
■内
 

苗
木
・
鉢
花
の
販

売
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
つ
か
み
ど
り

な
ど
／
■問
 

三
郷
市
商
工
農
政
課
農
政
係
�

９
５
３
＝
１
１
１
１
◯内
 

２
２
６
１

�国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
２
０
０
４

三
郷
市

草
加
市

南
越
谷
駅
東
口
か
ら
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
行
き
バ
ス
で
「
松
伏
高
校
前
」
下
車
）

／
■内
 

小
中
学
生
の
演
奏
、
太
鼓
、
子
ど
も

み
こ
し
、
山
車
、
へ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

町
内
遊
覧
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
お

よ
び
企
業
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
な
ど
／
■問
 

松

伏
町
観
光
協
会
事
務
局
（
松
伏
町
産
業
振

興
課
内
）
�
９
９
１
＝
１
８
５
４

�「
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

福
島
県
二
本
松
に
あ
る
「
越
谷
市
あ
だ

た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
」。周
り
は
あ
だ

た
ら
高
原
リ
ゾ
ー
ト
、
岳
温
泉
な
ど
自
然

を
満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
秋
、
ご
家
族
で
リ
ゾ
ー
ト

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■費
 

宿
泊
＝
５
市
１
町
に
在
住
の
大
人
１
５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
食
事

料
金
＝
朝
食
３
１
５
円
、
夕
食
７
３
５
円

越
谷
市

　

近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�ふ
れ
あ
い
松
伏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
４

　

年
に
一
度
、
行
わ
れ
る
松
伏
町
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
！
秋
の
一
日
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

■日
 
　

月　

日
�
、
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

１７

１０

　

分
／
■場
 

松
伏
記
念
公
園
周
辺
（
北
越
谷

３０駅
東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行

き
バ
ス
で
「
松
伏
高
校
前
」
下
車
ま
た
は
、

松
伏
町

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

�
 

八　

條 

杉
村　

知
香

戸
を
繰
り
て
し
ば
し
耳
貸
す
虫
時
雨

 

八　

條 

加
藤　

龍
子

安
住
の
地
を
得 
三  
歳 
や
虫
し
ぐ
れ

み 

と
せ

 

鶴
ヶ
曽
根 

平
本　

愛
子

葦
の
間
の
溝
に
写
り
し
雲
清
き

 

緑
町
五 

村
田　

恭
子

新
涼
の
最
上
川
ゆ
く
名
調
子

 

緑
町
五 

藤
波　

ふ
み

空
青
く
稲
穂
は
稔
り
黄
金
波

 

大
曽
根 

小
倉　

義
孝

 
幼
兒 
の
仕
草
可
愛
や
阿
波
お
ど
り

お
さ
な
ご

 

大
曽
根 

横
山　

英
道

稲
の
花
波
打
つ
如
く
ゆ
れ
て
居
り

 

木
曽
根 

古
根　

昌
明

思
い
出
と
共
に
仕
舞
へ
り
夏
帽
子

 

八
潮
七 

石
井　

忠
枝

虫
の 
音 
に
わ
れ
癒
や
さ
れ
て 
仕  
舞 
ひ
風
呂

ね 

し 

ま

 

緑
町
一 

溝
口　

榮
一

こ
お
ろ
ぎ
の 
楽 
に
押
さ
れ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
く

 

伊　

草 

井
上　

進
寿

思
い
出
を
残
し
て
つ
ば
め
昨
日
去
る

　

俳
句

�
　
　

ど
ん
ぐ
り　
　

伊
草　

中
山　

靖
子

七
歳
に
な
る
孫
の
太
一
が
、
傍
に
来
て

「
ね
え
、
誕
生
日
に
欲
し
い
も
の
あ
る
ん

だ
、
お
願
い
ね
」
と
手
を
合
わ
せ
る

「
じ
ゃ
あ
ね
、 
太 
ち
ゃ
ん
、
元
気
で
学
校

た
い

へ
行
く
こ
と
、
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
、
早

く
寝
る
こ
と
、
そ
れ
を
守
る
の
ね
」
と
私
。

す
る
と
、
彼
は
小
声
で

「
元
気
で
学
校
へ
は
行
け
る
け
ど
…
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
困
っ
た
顔
を
す
る

「
努
力
す
れ
ば
で
き
る
の
よ
」
と
言
う
と

彼
は
う
な
ず
き
「
デ
パ
ー
ト
へ
行
こ
う
」

と
私
の
腕
を
ゆ
す
っ
た

庭
を
見
る
と
、
太
一
が
植
え
た
ど
ん
ぐ
り

の
双
葉
が
ぐ
ん
と
伸
び
て
い
る

　

詩 呉
美
代
選�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

 

八　

條　

小
金
丸
美
智
子

運
動
会
し
ん
が
り
の
子
の
Ｖ
サ
イ
ン

 

大
曽
根　
 

臼
方
美
代
子

見
ず
知
ら
ず
の
人
と
打
ち
解
け
雪
見
風
呂

 

緑
町
三　
 

岩
田　

苑
江

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
綻
び
繕
う
夜
長
か
な

 

大
曽
根　
 

横
山　

正
夫

山
里
の
泉
の
底
に
ラ
ム
ネ
び
ん

 

大　

瀬　
 

臼
倉　

サ
キ

店
頭
で
孫
に
せ
が
ま
れ
飲
む
ラ
ム
ネ

 

大　

瀬　
 

吉
川　

照
子

湧
水
は
浅
間
神
社
の
贈
り
物

 

中　

央　
 

大
久
保
清
子

心
地
よ
き
風
や
緑
陰
談
は
ず
む

 

垳　
 

森
田
エ
ミ
子

ご
う
や
買
い
沖
縄
の
孫
思
う
な
り

 

大
曽
根　
 

椎
野
さ
ち
子

あ
っ
け
な
く
命
を
終
え
し
酔
芙
蓉

 

八
潮
七　
 

小
倉　

孝
義

秋
深
む
神
社
の
掃
除
老
人
会

�
 

鶴
ヶ
曽
根 

斉
藤　

道
子

用
水
路 
沿 
ひ
に
市
の
花 
梔  
子 
は

ぞ 

く
ち 
な
し

　
　
　

黄
に
咲
き
満
ち
て
香
り
を
放
つ

　

短
歌

 

南
後
谷 

杉
村　

セ
ツ

文
化
祭
め
ざ
し
て
励
む 
老  
人 
達
の
目
は

ひ 

と

　
　
　

期
待
に
満
ち
て
輝
き
て
居
り

 

鶴
ヶ
曽
根 

斉
藤　

京
子

涼
風
に
乗
り
て
流
る
る
虫
の
音
を

　
　
　

掃
除
を
終
え
て
一
人
聞
き
入
る

 

二
丁
目 

田
中　

祐
子

血
管
を
き
れ
い
に
せ
む
と
ひ
た
す
ら
に

　
　
　

歩
け
ば
い
つ
か
楽
し
さ
の
増
す

 

南
川
崎　

小
野
塚
喜
代
子

仲
人
の
家
に
て
は
じ
め
て
顔
見
た
る

　
　
　

夫
は
三
日
後
入
隊
し
た
り

 

八　

條 

種
村　

幸
子

こ
の
国
を
出
で
て
生
く
る
を
決
め
し
子
の

　
　
　

流
す
涙
を
し
ば
し
見
つ
む
る

 

南
川
崎 

松
谷　

永
子

彼
岸
花
燃
え
る
ば
か
り
の
深
紅
な
り

　
　
　

生
き
る
い
の
ち
の
激
し
さ
を
知
る

 

中
央
一 

猪
瀬　

利
助

冬
将
軍
到
来
せ
し
か
山
茶
花
の

　
　
　

花
び
ら
舞
い
し
北
風
の
空

 

木
曽
根 

高
谷　

多
門

豊
作
の
田
畑
見
ず
し
て
逝
き
し
人

　
　
　

蝉
時
雨
な
る
友
の
新
盆

っ
て
み
た
い
な

な
り
ま
ち

行
と■問
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祝！100歳
これからもお元気で!!

▲ 星  野 　ハツさん〈浮塚〉
ほし の

「家族との会話を大事にしてきたことが、
長寿につながっているのかもしれません。」

〈鶴ヶ曽根〉 下  田 あい子さん

▲しも だ

「バランスの良い食生活を続けたこと、６５
歳まで働いた後はご近所との付き合いを大
切にしてきたことが長寿につながりました。」

▲ 田 口   　
た ぐち

 二  見 さん〈古新田〉　
ふた み

「まめに働き、よく歩いてきたことで身体が鍛
えられ、長寿につながったのだと思います。」

▲  小  倉 
お ぐら

 珠月 ちゃん（左）
た ま き

（６カ月）

▲  小  倉 碧月
お ぐら

    ちゃん（右）
あ つ き

（３歳）
〈八潮一丁目〉

「いつも仲良し姉妹です」

 真  保  裕 太   ちゃん

▲しん ぼ ゆう た

（10カ月）
〈鶴ヶ曽根〉

「元気な子になってネ！」
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